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背景と⽬的

 北海道には20種以上もの⾍媒花樹⽊が分布している。しかしながら，これらの樹⽊の資源管理を⾏う時に必要となる繁殖様式についての情
報は少ない。⾍媒花樹⽊の繁殖様式を理解するためには，どのような昆⾍が訪花し，どのように花粉が運ばれ受粉するかという問題が重要であ
る。そこで，北海道の主要⾍媒花樹⽊の訪花昆⾍相と訪花頻度の調査を⾏った。また，個体密度が低いホオノキについては，⾃家受粉による繁
殖の実態と花粉の移動距離を調べた。

成 果

 イタヤカエデ・キタコブシ・アオダモ・ホオノキ・シナノキを対象に訪花昆⾍の観察を⾏った。キタコブシには主としてケシキスイ科の⼩甲
⾍が訪花し，イタヤカエデ・シナノキにはハナバチ類・ハナアブ類・ハエ類が訪花していた（図１）。⼀⽅，アオダモとホオノキには多様な分
類群の昆⾍が訪花していた。効果的な花粉媒花者と考えられているハナバチ類の訪花頻度は樹種によって異なることから，花粉の移動距離も樹
種によって異なるものと考えられる。
 訪花頻度の低いイタヤカエデとアオダモについては花粉トラップを⽤いて空中花粉の測定を⾏った。イタヤカエデでは，空中花粉はほとんど
認められなかったが，アオダモでは10ｍ離れた場所でも多量の空中花粉が認められた（図２）。⺟樹からの距離と空中花粉数との関係を検討
した結果，アオダモが91％の花粉を⾶ばす距離は16ｍ〜44ｍと推定され，近縁種の⾵媒花樹⽊ペンシルバニアトネリコと同程度に花粉を⾶ば
すものと考えられた。
 札幌市内のホオノキ集団から採取した種⼦を⽤いてアロザイムの遺伝⼦型を調べ，他殖率（他家受粉由来の種⼦の割合）と花粉の移動距離を
推定した。３集団で推定された他殖率は低く，半数以上の種⼦が⾃家受粉由来であると推定された（表１）。他個体に受粉される花粉の移動実
態についてみると，⺟樹から25ｍ以上離れた位置にある開花⽊の花粉由来の種⼦は，調査した種⼦の18％以上を占めていた。しかしながら，
50ｍ以上離れた開花⽊の花粉由来の種⼦は認められなかった。これから，他個体の花に運ばれるホオノキ花粉の移動距離は50ｍ以内と短いも
のと推定される。従って，個体密度の低い林分や孤⽴⽊の他殖率は低いものと予想される。

 

図１. 主要樹種における昆⾍の相対訪花頻度
括弧内の数字は全昆⾍の１時間当たりの訪花頻度の絶対値を⽰す。

ハナバチ１︓マルハナバチ属。ハナバチ２︓ミツバチ属。ハナバチ３︓コハナバチ属とヒメハナバチ属。双翅⽬︓ハナアブ科以外の双翅⽬。甲⾍１︓ケシ
キスイ科。甲⾍２︓ハナノミダマシ科。甲⾍３︓カミキリモドキ科。甲⾍４︓カミキリ科。甲⾍５︓コガネムシ科。甲⾍６︓１〜５以外の甲⾍類。

 

図２. アオダモ個体からの距離と空中花粉数との関係
 

表１. ホオノキ集団の他殖率 


